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は
じ
め
に

　

宮
地
厳
夫
（
一
八
四
七
～
一
九
一
八
）
は
宮
内
省
式
部
職
掌
典
を
務
め
、

神
道
学
者
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
宮
地
水
位
（
一
八
五
二
～

一
九
〇
四
）
よ
り
、
宮
地
神
仙
道
二
代
を
継
承
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

宮
地
神
仙
道
の
教
義
は
平
田
神
道
の
神
道
と
中
国
道
教
の
習
合
思
想
の
影
響

下
に
よ
り
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
義
の
多
く
は
中
国
道
教
に
基
づ

い
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
日
本
の
道
教
研
究
史
に
は
宮
地
神
仙
道

に
言
及
さ
れ
た
部
分
は
な
い
。
神
道
研
究
史
に
於
い
て
は
小
林
健
三
氏
が
一

九
七
五
年
に
古
神
道
仙
法
教
よ
り
『
平
田
神
道
の
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
、
同

書
の
中
で
宮
地
神
仙
道
に
つ
い
て
の
教
理
の
梗
概
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
続

い
て
小
林
氏
は
一
九
七
九
年
、
一
九
八
一
年
の
『
神
道
研
究
紀
要
』
に
於
い

て
「
東
嶽　

宮
地
厳
夫
の
玄
学
研
究
」
を
二
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
は
宮
地
厳
夫
の
、
主
著
で
あ
る
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
の
執
筆
動
機

と
概
略
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
充
分
と
は
い
え
な
い
。
従
っ

て
本
稿
で
は
宮
地
厳
夫
の
自
修
鎮
魂
法
や
、
主
著
で
あ
る
『
本
朝
神
仙
記

伝
』
等
を
中
心
に
、
そ
の
道
教
研
究
の
あ
り
方
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

一
、
宮
地
厳
夫
の
道
教
研
究

　

宮
地
厳
夫
の
詳
細
な
経
歴
に
つ
い
て
は
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
の
巻
末
に
あ

る
大
久
保
青
素
の
「
宮
地
厳
夫
先
生
の
小
伝
」
（
以
下
「
小
伝
」
と
表
記
す

る
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
土
佐
国
手
嶋
増
魚
の
三
男
と
し

て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
六
）
に
誕
生
し
て
い
る
。
幼
名
を
竹
馬
と
い
い
後

に
功
と
呼
び
、
太
左
衛
門
と
改
め
、
更
に
改
名
し
て
厳
夫
と
称
し
た
。
後
に

城
内
八
幡
宮
の
祠
官
で
あ
る
宮
地
伊
勢
守
の
養
子
に
入
り
宮
地
姓
を
名
乗
る
。

宮
地
厳
夫
が
道
教
を
研
究
す
る
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
二
つ
の
理
由
が
存
在

す
る
。
先
ず
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）
の
学
風
に
接
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
篤
胤
没
後
の
『
門
人
姓
名
録
』
の
慶
元
三
年
（
一
八
六

七
）
七
月
の
項
に

　
　

土
佐
国
長
岡
郡
左
右
山
村

　
　

同
月
廿
五
日

　
　
　

忠
玄

　
　
　

池
村
邦
則
紹
介　

手
嶋
太
左
衛
門（

１
） 

と
あ
り
、
そ
の
横
に
後
に
記
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る　
　

宮
地
厳
夫
の
道
教
研
究
に
つ
い
て

若　

松　

信　

爾

九
州
女
子
大
学
共
通
教
育
機
構

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一-

一
（
〒
八
○
七
―
八
五
八
六
）

（
二
〇
一二
年
六
月
七
日
受
付
、
二
〇
一二
年
七
月
十
九
日
受
理
）
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改
宮
地
厳
夫
、
掌
典
、
好
讀
道
蔵
、
著
書
數
部
ア
リ（
２
）。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
宮
地
厳
夫
が
平
田
門
に
入
門
し
た
の

は
慶
応
三
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
本
格
的
に
平
田
学

を
学
ん
だ
の
は
明
治
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
「
小
伝
」
に
よ
る
と
、
明
治
五

年
、
宮
地
厳
夫
は
上
京
し
、
神
袛
伯
白
川
資
則
の
書
生
と
な
る
、
そ
の
時
の

様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

こ
ゝ
に
て
い
よ
い
よ
江
戸
式
の
皇
學
を
研
究
す
る
身
と
な
ら
れ
た
の
で
、

先
生
は
一
心
不
亂
の
勞
を
取
ら
れ
た
。
此
白
川
伯
の
奥
様
は
山
内
家

（
俗
に
西
屋
敷
）
の
お
け
ん
と
申
す
る
お
方
で
あ
っ
た
が
爲
め
、
萬
事

萬
端
大
変
の
優
遇
と
便
宜
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
斯
し
て
先
生
は
白

川
風
の
學
門
と
平
田
風
（
平
田
鐡
胤
先
生
）
の
斯（

マ
マ
）道
を
う
け
、
又
伊
藤

祐
命
に
歌
學
を
う
け
た
の
で
、
造
詣
い
よ
い
よ
深
く
な
ら
れ
た
、
盖
し

神
仙
の
事
に
付
き
て
は
平
田
風
の
學
に
依
っ
て
大
に
得
る
處
あ
る
と
共

に
、
此
時
道
學
の
研
究
は
尤
も
力
を
盡
さ
れ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る（

３
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
平
田
鐡
胤
（
一
七
九
九
～
一
八
八
〇
）
に
平
田
学
の
指
導

を
受
け
、
こ
の
時
期
に
神
仙
・
道
教
等
の
研
究
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
周
知
の
如
く
平
田
篤
胤
は
近
世
末
期
の
道
教
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
神
道
・
道
教
を
習
合
さ
せ
る
独
自
の
説
を
唱
え
た
。
そ
の
成
果
は

多
く
の
著
作
に
反
映
し
て
お
り
、
当
然
宮
地
厳
夫
も
そ
れ
ら
の
著
作
を
熟
読

し
た
に
ち
が
い
な
く
、
こ
れ
が
道
教
研
究
へ
の
強
い
動
機
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
宮
地
厳
夫
が
直
接
研
究
し
た
道
教
文
献
と
し
て
『
雲
笈
七
籤
』
が

挙
げ
ら
れ
る
。
「
小
伝
」
に
よ
る
と
、

明
治
六
・
七
年
先
生
が
大
阪
の
平
野
町
に
居
ら
れ
た
時
分
、
或
夜
、
こ

の
家
の
東
北
方
一
丁
位
の
地
中
に
書
物
が
埋
蔵
し
て
あ
る
云
々
の
夢
を

見
ら
れ
た
。
其
處
で
其
翌
朝
其
の
所
に
往
つ
て
地
を
掘
っ
た
處
が
、
何

に
も
出
て
来
な
い
、
然
し
其
地
面
に
雲
笈
七
籤
と
い
ふ
文
字
が
判
然
と

目
に
映
じ
た
の
で
、
必
ず
此
地
中
に
此
書
物
が
埋
ま
つ
て
ゐ
る
と
考
へ

ら
れ
て
、
約
三
尺
位
深
く
掘
っ
て
見
る
の
に
、
何
に
も
出
て
来
な
い
か

ら
其
儘
歸
宅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
所
が
其
の
年
の
夏
に
な
つ
て
、
京

都
の
某
寺
に
書
物
の
虫
曝
を
な
す
事
を
聞
い
た
の
で
、
態
々
其
寺
に
行

つ
て
法
主
に
面
談
し
た
。
其
法
主
の
申
す
の
に
、
イ
ヤ
何
も
珍
し
い
書

物
は
な
い
が
、
此
寺
は
勅
願
寺
で
あ
る
關
系
上
、
皇
室
よ
り
御
預
り
申

し
て
ゐ
る
大
事
く
の
本
が
あ
る
。
夫
れ
は
雲
笈
七
籤
と
い
っ
て
我
國

内
に
て
は
得
難
い
も
の
で
あ
る
と
、
先
生
は
之
を
聞
い
て
、
サ
テ
は
ア

ノ
夢
の
告
げ
は
こ
れ
な
り
と
考
へ
ら
れ
、
そ
知
ら
ぬ
體
に
て
尚
も
種
々

の
話
を
な
し
つ
其
本
を
見
せ
て
貰
ふ
事
に
な
つ
た
。
然
し
只
見
た
ば
か

り
で
は
面
白
な
い
と
考
へ
、
之
を
抄
寫
し
て
家
の
寶
と
な
さ
ん
と
思
ひ
、

其
歳
は
其
儘
に
し
て
翌
年
大
阪
の
知
人
か
ら
金
百
圓
を
借
り
入
れ
、
筆

耕
生
を
四
五
人
雇
入
れ
て
其
曝
書
の
期
を
待
つ
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
軈
て

其
時
期
が
來
た
の
で
先
生
は
其
某
寺
に
往
つ
て
誠
心
誠
意
書
物
拝
借
の

義
を
願
ひ
出
て
、
終
に
一
夜
一
冊
づ
ゝ
借
用
す
る
事
に
な
つ
た
。
其
處

で
先
生
は
筆
耕
生
に
命
じ
て
晝
夜
兼
行
で
之
を
寫
し
取
ら
し
め
、
豫
定

の
時
日
に
て
其
全
部
を
寫
し
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
夫
れ
よ
り
先
生
は

此
雲
笈
七
籤
を
研
究
せ
ら
れ
た
が
、
仲
々
に
讀
み
難
い
書
物
で
あ
つ
て
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幾
多
の
参
考
書
を
要
す
る
事
で
あ
つ
た
。
後
ち
先
生
は
東
京
に
行
き
宮

内
省
に
奉
職
す
る
身
と
な
つ
た
か
ら
、
同
省
の
圖
書
に
つ
き
種
々
研
讃

を
積
み
、
前
後
四
十
年
間
に
て
漸
く
雲
笈
七
籤
の
全
部
を
會
得
せ
ら
れ

た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
現
に
宮
地
家
に
て
は
此
書
を
家
寶
と
し
て
深
く

書
斎
に
藏
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る（

４
）。

と
あ
る
。
不
思
議
な
話
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
『
雲
笈
七
籤
』
を
入
手
し
、

且
つ
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
『
雲
笈
七
籤
』
と
い
う
書

物
は
周
知
の
如
く
『
小
道
蔵
』
と
も
称
さ
れ
た
。
先
述
の
門
人
帳
に
あ
る

「
好
読
道
蔵
」
と
い
う
記
述
の
『
道
蔵
』
と
は
『
雲
笈
七
籤
』
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
小
伝
」
に
於
い
て
『
雲
笈
七
籤
』
を
希
覲
本
と
し

て
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は
入
手
し
難
い
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
宮
地
厳

夫
が
『
矢
野
玄
道
先
生
略
伝
』
の
中
で
も
述
懐
し
て
い
る（
５
）。

そ
の
中
で
平
田

篤
胤
も
林
大
学
頭
よ
り
『
雲
笈
七
籤
』
を
借
り
筆
写
し
て
お
り
、
そ
の
後
平

田
家
の
宝
物
と
し
て
門
外
不
出
書
と
な
っ
て
い
た
。
後
に
宮
地
厳
夫
が
平
田

篤
胤
よ
り
そ
の
借
覧
を
願
い
出
た
が
、
か
な
わ
ず
、
後
に
京
都
の
書
肆
河
勝

に
て
『
雲
笈
七
籤
』
の
完
本
を
得
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
話
の

方
が
事
実
で
あ
ろ
う
。
平
田
篤
胤
も
『
雲
笈
七
籤
』
を
熟
読
し
て
お
り
、
楠

山
春
樹
の
指
摘
に
よ
る
と
、
篤
胤
の
引
用
道
典
に
つ
い
て
「
ま
ず
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
『
雲
笈
七
籤
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
人
も
知
る
よ
う
に
、

宋
代
の
道
蔵
で
あ
る
『
天
宮
宝
蔵
』
の
要
を
採
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
い
は
ば

小
道
蔵
と
も
い
う
性
格
を
も
つ
叢
書
で
あ
る
。
彼
は
本
書
に
収
め
る
さ
ま
ざ

ま
な
道
典
を
、
随
処
に
引
用
し
て
い
る
が
、
特
に
彼
が
重
視
し
た
の
は
『
老

子
中
経
』
（
巻
十
八
・
十
九
）
で
あ
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
天
御
中

主
と
さ
れ
る
上
皇
大
一
の
名
は
こ
の
書
か
ら
取
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
大

国
主
の
中
国
名
で
あ
る
と
い
う
伏
羲
と
東
王
父
と
を
関
係
づ
け
る
根
拠
も
、

本
書
の
記
述
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た（

６
）。」
と
述
べ
、
篤
胤
が
己
の
理
論
根
拠

と
す
る
た
め
『
雲
笈
七
籤
』
を
引
用
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
。
宮
地
厳
夫
は

平
田
篤
胤
の
著
作
を
通
じ
て
『
雲
笈
七
籤
』
の
重
要
性
を
知
り
、
同
書
を
入

手
し
た
い
と
い
う
強
い
願
望
が
、
先
の
「
小
伝
」
の
逸
話
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
入
手
後
『
雲
笈
七
籤
』
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ

り
、
平
田
学
に
於
け
る
道
教
受
容
の
部
分
を
、
よ
り
先
鋭
化
さ
せ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
宮
地
厳
夫
が
弟
子
で
あ
る
星
野
輝
興
に
語
っ
た
と

い
う
有
名
な
説
話
が
、
星
野
の
「
平
田
翁
最
後
の
御
目
的
」
と
い
う
文
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

師
匠
が
い
は
れ
る
に
は
、
翁
の
最
後
の
御
本
意
は
、
霊
的
生
活
の
無
限

の
向
進
で
あ
っ
た
。
…
平
田
家
二
十
五
部
秘
書
の
一
つ
で
あ
る
。
密
法

修
事
部
類
編
の
末
に
あ
る
久
延
彦
の
傅
の
如
き
は
、
他
の
御
著
書
か
ら

は
想
像
も
つ
か
な
い
大
が
か
り
の
霊
の
御
實
修
で
あ
る
の
で
よ
く
わ
か

る
、
で
自
分
は
こ
れ
が
翁
の
最
後
の
御
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
之
が

平
田
學
の
正
系
で
あ
る
と
信
ず
る（
７
）。

星
野
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
談
話
か
ら
す
る
と
、
平
田
学
の
正
系
は
冥
界

研
究
、
道
教
研
究
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
看
取
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
『
雲
笈
七
籤
』
等
の
研
究
を
行
い
、
談
話
の
続
き
で
は
「
自
分
こ

そ
は
平
田
學
の
正
系
で
、
し
か
も
唯
一
人
の
継
承
者
で
あ
る（
８
）。」
と
発
言
し
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て
い
る
。
更
に
宮
地
厳
夫
に
道
教
理
解
を
深
め
た
の
は
、
同
族
の
宮
地
神
仙

道
の
開
祖
で
あ
る
宮
地
水
位
の
存
在
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
宮
地
厳
夫
の

『
本
朝
神
仙
記
伝
』
に
は
随
所
に
宮
地
水
位
の
著
書
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
教
理
を
得
仙
の
道
と
し
て
受
容
し
て
い
る
。
神
道
学
者
で
あ
る
宮
地
直

一
に
よ
る
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
の
跋
文
を
見
る
と
、

予
の
宗
族
宮
地
常
・
堅
磐
（
水
位
の
こ
と
）
父
子
の
翁
は
、
神
仙
の
道

に
通
じ
て
造
詣
頗
る
深
い
と
い
は
れ
、
門
人
の
數
も
尠
く
な
か
つ
た
。

中
で
も
堅
磐
翁
（
後
に
再
來
と
改
名
）
は
予
の
幼
年
の
頃
ま
で
生
存
さ

れ
た
の
で
、
屢
々
膝
下
に
侍
し
て
仙
術
に
關
す
る
奇
談
を
耳
に
し
、
子

供
心
に
も
非
情
に
不
可
思
議
に
感
じ
た
記
憶
は
、
今
に
あ
り
く
と
脳

底
に
潜
む
。
そ
の
初
め
堅
磐
翁
の
流
れ
を
汲
み
、
後
に
獨
創
的
境
地
に

進
ん
で
、
遂
に
一
家
の
説
を
打
立
て
ら
れ
た
の
が
即
ち
嚴
夫
大
人
で
あ

る
。
大
人
の
斯
道
に
關
す
造
詣
に
就
い
て
は
、
固
よ
り
予
輩
の
如
き
門

外
漢
の
彼
是
と
い
ふ
べ
き
限
り
で
は
な
い
が
、
回
顧
す
れ
ば
明
治
三
十

八
年
の
秋
東
都
に
遊
學
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
爾
來
屢
々
永
田
町
山
王
臺

下
の
お
宅
に
伺
っ
た
際
、
い
つ
も
話
題
の
一
と
さ
れ
た
の
は
外
な
ら
ぬ

神
仙
譚
で
、
折
に
觸
れ
て
仙
人
の
實
在
す
る
所
以
や
幽
界
の
神
秘
を
物

語
る
片
端
を
諄
々
と
説
明
さ
れ
た
あ
の
温
容
は
、
今
も
尚
ほ
目
前
に
彷

彿
た
る
気
が
す
る
の
で
あ
る（

９
）。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
影
響
す
る
所
は
頗
る
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
考
え
る
と
宮
地
厳
夫
の
道
教
研
究
の
主
軸
に
は
正
に
平
田
学
と
宮
地
水
位

の
影
響
が
多
大
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
宮
地
厳

夫
の
道
教
研
究
に
関
し
て
、
神
道
管
長
で
あ
っ
た
神
崎
一
作
は
『
本
朝
神
仙

記
伝
』
の
序
に
於
い
て
、

余
は
思
ふ
こ
の
書
記
す
る
所
、
本
朝
神
仙
の
こ
と
な
れ
ど
、
翁
は
實
に

こ
の
書
に
籍
り
て
、
斯
學
の
一
班
を
示
し
そ
の
研
究
を
促
さ
れ
た
る
も

の
に
し
て
、
世
或
は
こ
の
書
を
以
て
、
翁
が
好
事
の
餘
技
に
成
れ
る
も

の
と
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
そ
は
實
に
翁
の
心
事
を
解
せ
ず
又
以
て
道
教

の
更
に
大
に
研
究
す
べ
き
所
の
も
の
有
る
を
、
知
ら
ざ
る
者
と
謂
ふ
べ

し
と（

（（
（

。

と
述
べ
、
宮
地
厳
夫
の
道
教
研
究
を
日
本
の
近
代
道
教
研
究
の
先
鞭
を
つ
け

る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

二
、
宮
地
厳
夫
の
自
修
鎮
魂
法

　

宮
地
厳
夫
が
常
に
行
っ
て
い
た
行
法
に
自
修
鎮
魂
法
が
あ
る
。
元
来
鎮
魂

と
は
神
道
に
於
け
る
行
法
の
一
つ
で
あ
り
『
令
義
解
』
「
職
員
令
」
に
「
鎮

と
は
安
ん
ず
る
な
り
。
人
の
陽
気
は
魂
と
曰
う
。
離
遊
の
運
魂
を
招
き
て
、

身
体
の
中
府
に
鎮
む
。
故
に
之
を
鎮
魂
と
謂
う
。」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
現
在
で
も
神
道
系
宗
教
団
体
で
様
々
な
形
で
鎮
魂
法
が
修
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
宮
地
厳
夫
の
自
修
鎮
魂
法
は
特
殊
で
あ
る
。
先
ず
「
自
修

鎮
魂
法
要
訣
大
要
案
」
と
い
う
解
説
文
に

抑
人
身
は
、
霊
魂
と
肉
體
と
を
以
て
成
れ
る
も
の
な
り
。
故
に
魂
魄
あ

り
、
魂
は
天
に
屬
し
魄
は
地
に
屬
す
、
是
れ
以
て
天
魂
地
魄
と
云
ひ
ま

た
日
魂
月
魄
と
も
陽
魂
陰
魄
と
も
云
ふ
、
即
ち
神
魂
と
胎
魄
と
の
二
つ
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に
し
て
、
彼
の
性
と
云
ひ
情
と
稱
す
る
も
の
も
亦
之
れ
が
字
に
外
な
ら

ず
。
人
能
く
此
の
天
魂
地
魄
の
妙
用
を
會
得
し
て
、
常
に
性
を
以
て
情

を
制
し
、
日
魂
を
養
ひ
て
月
魄
を
錬
り
。
陽
魂
を
主
と
し
て
、
陰
魄
を

御
す
る
時
は
、
胎
魄
神
魂
の
命
を
奉
じ
て
天
地
自
然
の
妙
理
に
應
ひ
、

行
と
し
て
道
に
適
は
ず
と
云
ふ
こ
と
無
く
、
爲
す
と
し
て
善
に
あ
ら
ず

と
云
ふ
こ
と
無
く
、
道
に
純
良
玉
粹
完
全
圓
満
な
る
靈
魂
と
成
り
て
、

宇
宙
の
大
神
靈
と
感
合
一
體
と
な
る
に
至
り
、
神
聖
得
道
の
域
に
も
達

す
る
こ
と
得
べ
き
も
の
な
り（

（（
（

。

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
魂
と
魄
の
二
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

魂
は
天
・
陽
・
日
と
い
う
概
念
で
表
さ
れ
、
魄
は
地
・
陰
・
月
と
い
う
概
念

で
表
さ
れ
る
。
修
行
の
目
的
は
「
陽
魂
を
主
と
し
て
、
陰
魄
を
御
す
る
」
と

い
う
形
で
修
行
す
べ
き
こ
と
を
説
く
、
続
い
て
、

然
れ
ば
、
人
は
天
地
の
精
神
日
月
の
霊
徳
の
結
合
し
て
成
れ
る
も
の
な

り
。
其
貴
重
に
し
て
自
ら
輕
ん
ず
べ
き
も
の
あ
ら
ざ
る
や
、
固
よ
り
云

ふ
を
待
ず
。
此
れ
人
身
説
明
の
大
要
と
す
。
斯
の
如
く
に
し
て
、
人
の

霊
魂
は
風
火
の
如
く
常
に
上
に
昇
ら
む
と
欲
す
る
も
の
な
り
、
ま
た
肉

體
は
水
土
の
二
種
よ
り
成
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
水
土
の
如
く
常
に
下
に

降
ら
む
と
欲
す
る
も
の
な
り
。
此
の
昇
ら
む
と
欲
す
る
霊
魂
を
、
其
欲

す
る
に
任
せ
て
上
に
昇
ら
し
め
、
ま
た
其
降
ら
む
と
と
欲
す
る
肉
體
を
、

欲
す
る
に
任
せ
て
下
に
降
ら
し
む
れ
ば
、
頭
熱
足
寒
の
人
と
な
り
て
、

身
體
虚
弱
に
陥
り
、
百
病
爰
に
起
り
て
、
精
神
は
上
に
去
り
。
形
體
は

下
に
倒
れ
、
遂
に
霊
魂
と
肉
體
と
の
結
束
斷
絶
し
て
、
分
離
す
る
に
至

る
。
之
れ
を
死
と
云
ふ
、
是
を
以
て
、
鎮
魂
の
法
た
る
其
常
に
昇
ら
む

と
欲
す
る
風
火
の
性
の
精
神
を
降
し
て
下
に
居
ら
し
め
、
ま
た
其
常
に

降
ら
む
と
欲
す
る
水
土
の
質
の
體
形
を
昇
せ
て
上
に
在
ら
し
む
る
に
於

て
は
、
所
謂
頭
寒
足
熱
の
人
と
な
り
て
、
肉
體
と
霊
魂
と
の
結
合
、
最

も
鞏
固
に
し
て
、
健
康
安
全
の
身
と
成
り
、
如
何
な
る
二
豎
、
侵
略
に

遭
ふ
と
も
、
毫
末
も
之
に
毀
傷
せ
ら
れ
る
ゝ
こ
と
無
く
、
其
極
遂
に
無

病
長
生
不
老
不
死
な
る
に
至
り
、
道
を
得
る
の
緒
に
就
く
も
の
と
す（

（（
（

。

と
記
す
。
要
す
る
に
天
に
上
ら
ん
と
す
る
魂
、
地
に
下
ろ
う
と
す
る
魄
、
こ

の
二
つ
が
分
離
し
て
し
ま
う
こ
と
が
死
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
逆
に
魂
の
上

昇
、
魄
の
下
降
を
う
ま
く
抑
制
し
、
魂
魄
を
結
合
さ
せ
健
康
の
安
全
を
は
か

る
こ
と
を
鎮
魂
の
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
魂
魄
に
対
す
る
思
想
は

い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
道
教
の
思
想
に
外
な
ら
な
い
。
例
と
し
て

『
雲
笈
七
籤
』
の
中
か
ら
同
様
の
思
想
を
挙
げ
る
と
、

夫
れ
魂
は
天
に
飛
び
、
魄
は
泉
に
沉
む
。
水
火
分
離
し
、
各
々
本
元
に

歸
す
。
生
ず
れ
ば
則
ち
同
體
、
死
す
れ
ば
則
ち
相
懸
た
る
。
飛
沉
各
々

異
な
り
、
之
を
自
然
に
禀
く
。
何
ぞ
や
。
一
條
の
木
の
火
を
以
て
之
を

燔
か
ば
、
煙
は
即
ち
飛
上
し
、
灰
は
即
ち
下
沉
す
る
が
如
く
、
亦
た
是

れ
自
然
に
し
て
然
る
な
り（

（（
（

。

と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
次
に
そ
の
鎮
魂
法
の
具
体
的
次
第
で
あ
る
が
、
長

い
引
用
に
な
る
が
「
自
修
鎮
魂
法
秘
訣
入
門
」
か
ら
全
文
引
用
し
て
み
る
。

毎
日
午
前
二
時
後
、
五
時
前
を
以
て
鎮
魂
を
行
ふ
、
下
手
の
順
序
左
の

如
し
。
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先
、
東
或
は
南
に
向
ひ
て
安
座
す
。

兩
の
母
指
を
内
に
し
、
四
指
に
て
握
固
し
、
兩
手
を
左
右
の
腹
腰
間
に

柱
つ
。

次
に
、
濁
氣
を
吐
く
こ
と
三
回

次
に
、
歯
を
叩
く
こ
と
、
左
に
て
十
二
、
右
に
て
十
二
、
中
に
て
十
二
、

合
わ
せ
て
三
十
六
回
。

次
に
氣
を
引
き
て
息
を
閉
づ
。

氣
を
引
て
息
を
閉
づ
る
は
、
最
も
此
れ
修
練
の
要
妙
な
り
。
先
目
を
閉

ぢ
、
忘
念
を
掃
ひ
、
雜
慮
を
浄
め
、
心
源
を
し
て
湛
然
と
し
て
諸
念
を

起
ら
ざ
ら
し
め
、
出
入
り
の
息
自
ら
調
和
し
た
る
を
覺
ゆ
れ
ば
、
即
ち

静
か
に
鼻
よ
り
氣
を
引
て
之
を
閉
づ
。

次
に
、
心
を
想
ひ
て
、
炎
火
の
如
く
な
ら
し
め
、
光
明
洞
徹
に
し
て
、

下
腹
即
ち
臍
下
丹
田
の
内
に
入
し
む
、
腹
満
ち
氣
極
ま
れ
ば
、
徐
に
口

よ
り
氣
を
出
す
、
其
氣
出
入
る
の
音
の
耳
に
聞
ゆ
る
こ
と
無
か
ら
し
む

る
を
要
す
、
斯
く
す
る
こ
と
三
回
。

次
に
、
出
入
の
息
調
和
す
る
を
俟
て
、
即
ち
舌
を
以
て
唇
齒
の
内
外
を

攪
き
、
津
液
を
漱
錬
す
。
津
液
中
に
、
若
鼻
涕
の
混
ず
る
あ
り
て
、
其

鹹
き
も
之
を
嫌
は
ず
、
漱
練
良
久
け
れ
ば
、
液
中
自
然
に
甘
美
の
味
を

生
ず
、
此
は
是
れ
、
眞
氣
を
含
み
た
る
驗
な
り
、
愼
て
棄
べ
か
ら
ず
。

次
に
、
津
液
口
中
に
満
れ
ば
、
少
し
頭
を
低
て
嚥
下
す
、
氣
を
以
て
送

り
て
丹
田
に
入
る
、
意
を
用
ふ
る
こ
と
猛
精
に
し
て
、
津
と
氣
と
合
し
、

谷
谷
然
と
し
て
、
聲
有
り
て
徑
ち
に
丹
田
に
入
る
。

此
れ
を
第
一
順
序
と
す
。

次
に
、
更
に
氣
を
引
い
て
息
を
閉
る
よ
り
、
津
液
を
漱
練
し
て
嚥
下
す

ま
で
、
前
法
の
如
く
す
。

此
れ
を
第
二
順
序
と
す
。

次
に
、
復
更
に
氣
を
閉
ぢ
津
を
嚥
下
す
こ
と
、
又
前
法
の
如
く
す
。

此
れ
を
第
三
順
序
と
す
。

斯
の
如
く
に
し
て
、
氣
息
を
閉
る
こ
と
通
じ
て
九
度
津
液
を
嚥
む
こ
と

通
じ
て
三
度
に
し
て
止
む
。

次
に
、
頭
を
左
右
前
後
と
搖
し
又
左
旋
右
旋
す
る
こ
と
各
凡
三
回
。

次
に
、
左
右
の
肩
手
を
聳
か
し
及
び
摩
づ
る
こ
と
。
凡
五
回
。

次
に
、
左
右
の
手
の
指
を
練
る
。

次
に
、
兩
手
を
以
て
眼
面
耳
項
等
を
摩
す
皆
極
熱
せ
し
む
。

次
に
、
兩
手
の
指
に
髪
を
梳
る
如
く
す
る
こ
と
凡
百
。

次
に
、
左
右
の
手
を
以
て
兩
乳
及
び
臍
下
丹
田
を
始
め
腎
堂
脊
間
を
熱

摩
し
皆
熱
徹
せ
し
む
。

徐
々
に
之
を
摩
す
べ
し
微
汗
出
る
も
妨
げ
無
し
只
喘
息
す
る
を
嫌
ふ
。

次
に
左
右
の
足
部
を
摩
づ
る
こ
と
五
回
。

次
に
、
左
右
の
足
の
指
を
練
る
。

次
に
、
左
右
の
脚
心
所
謂
涌
泉
の
穴
を
熱
摩
す
。

次
に
立
て
仰
ぎ
、
或
い
は
俯
し
、
或
は
伸
び
或
は
屈
み
て
、
身
體
を
練

り
、
氣
血
を
し
て
全
身
に
満
た
し
む
。

次
に
、
寝
床
上
に
安
座
し
、
息
の
出
入
り
を
數
ふ
る
こ
と
凡
二
十
五
。



263 九 州 女 子 大 学 紀 要 第49巻１号

息
は
鼻
よ
り
引
き
て
、
口
よ
り
出
す
べ
し
。

右
畢
て
、
更
に
安
臥
し
、
熟
睡
し
て
明
旦
に
至
る
、
若
し
安
臥
す
る
時

間
無
き
時
は
、
直
ち
に
起
出
る
も
嫌
ふ
こ
と
無
し
。
委
し
く
は
口
授
を

要
す（

（（
（

。

以
上
が
自
修
鎮
魂
法
の
全
内
容
で
あ
る
。
こ
の
行
法
に
つ
い
て
、
津
城
寛
文

氏
は
「
道
教
の
実
践
の
内
、
最
も
「
宗
教
的
性
格
を
も
た
な
い
」
「
生
理
上

の
実
践
」
に
由
来
す
る
、
と
い
う
よ
り
も
端
的
に
こ
れ
は
『
大
清
導
引
養
生

経
』
に
載
る
「
赤
松
子
導
引
法
」
や
「
彭
祖
導
引
法
」
、
『
鐘
離
八
段
錦

法
』
に
載
る
「
鐘
離
導
引
法
」
な
ど
の
引
き
写
し
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

る
（
（（
（

。」
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
指
摘
す
る
如
く
宮
地
厳
夫
の
鎮
魂
法
は
道
教

に
あ
る
導
引
法
の
行
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
清
水
宗
徳
氏
は
こ
の
自
修

鎮
魂
法
を
「
蘇
氏
養
生
訣
」
を
典
拠
と
す
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
蘇
氏
と
は
蘇
軾

（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
養
生
訣
と
は
「
上
張
安

道
養
生
訣
」
な
る
文
で
あ
る
。
蘇
軾
は
前
文
に
於
て
こ
の
養
生
法
の
効
果
の

絶
大
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
文
に
は
宮
地
厳
夫
の

述
べ
る
よ
う
な
魂
魄
論
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い（

（（
（

。
両
行
法
を
比
較
す
る
た
め
、

蘇
軾
の
行
法
の
内
容
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

毎
夜
子
の
後
を
以
て
衣
を
披
て
起
ち
、
東
若
し
く
は
南
に
面
し
、
盤

足
し
て
、
齒
を
叩
く
こ
と
三
十
六
通
、
握
固
し
て
閉
息
す
、
五
臓
の
肺

は
白
、
肝
は
靑
、
脾
は
黄
、
心
は
赤
、
腎
は
黒
な
る
を
内
觀
す
。
次
に

心
炎
火
と
爲
り
、
光
明
洞
徹
し
下
り
て
丹
田
中
に
入
る
を
想
ふ
。
腹
に

氣
を
満
た
し
て
極
ま
る
を
待
ち
て
、
即
ち
徐
ろ
に
氣
を
出
す
。
惟
だ
出

入
均
調
し
、
舌
を
以
て
唇
齒
に
接
し
、
内
外
漱
ぎ
て
精
液
を
錬
り
、
未

だ
嚥
む
を
得
ず
し
て
、
前
法
を
復
す
。
閉
息
し
て
内
觀
し
、
心
を
丹
田

に
納
め
、
調
息
漱
津
す
る
こ
と
前
法
に
依
る
。
此
の
如
く
す
る
こ
と
三

た
び
、
津
液
口
に
満
ち
即
ち
頭
を
低
し
て
嚥
下
し
、
氣
を
以
て
丹
田
に

送
入
す
。
須
く
意
を
用
い
て
精
猛
に
す
べ
し
。
津
と
氣
を
し
て
谷
谷
然

と
し
て
聲
有
り
て
、
徑
ち
に
丹
田
に
入
ら
し
む
。
又
た
前
法
に
依
り
て

之
を
爲
し
、
凡
そ
九
た
び
閉
息
し
、
三
た
び
嚥
津
し
て
止
む
。
然
る
後
、

左
右
の
手
の
熱
を
以
て
兩
脚
心
、
及
び
臍
下
・
腰
脊
の
間
を
摩
し
、
皆

熱
撤
せ
し
む
。
次
に
兩
手
を
以
て
摩
り
熨
し
、
眼
・
面
・
耳
・
項
皆
極

熱
せ
し
む
。
仍
て
案
じ
て
鼻
梁
の
左
右
を
捉
る
こ
と
五
七
下
。
頭
を
梳

る
こ
と
百
餘
、
梳
り
て
臥
し
熟
寝
し
て
明
に
至
る（

（（
（

。

と
あ
る
。
宮
地
厳
夫
と
蘇
軾
の
行
法
を
比
較
し
て
ゆ
く
と
、
蘇
軾
の
行
法
に

あ
る
「
五
藏
を
内
観
」
す
る
こ
と
を
除
く
外
は
、
微
細
な
違
い
は
あ
る
が
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
津
城
氏
は
こ
の
よ
う
な

宮
地
厳
夫
の
鎮
魂
法
と
宮
地
水
位
の
脱
魂
型
の
行
法
を
対
比
さ
せ
て
「
宮
地

水
位
の
「
安
座
瞑
目
」
（
鎮
魂
と
類
義
に
使
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
）
が

「
使
魂
」
（
脱
魂
、
飛
魂
と
類
義
と
さ
れ
て
い
る
）
の
た
め
の
準
備
段
階
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
宮
地
厳
夫
の
場
合
は
、
霊
魂
と
肉
体
の
結
合
を
鞏
固
に

し
て
、
無
病
長
生
不
老
不
死
を
第
一
の
目
的
と
す
る
、
と
い
う
大
き
な
違
い

が
あ
る
。
脱
魂
や
、
さ
ら
に
身
体
外
に
霊
胎
の
凝
結
を
計
る
の
と
は
、
こ
れ

は
方
向
性
の
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
実
践
で
あ
る（

（（
（

。」
と
述
べ
る
。
宮
地
水
位

の
脱
魂
型
行
法
は
玄
胎
凝
結
法
（
玄
胎
は
霊
胎
と
も
表
記
さ
れ
る
）
と
い
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う
行
法
で
得
仙
の
行
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
自
修
鎮
魂

法
要
訣
大
要
案
」
の
後
段
に
こ
の
行
に
関
し
て
、
前
述
し
た
如
く
、「
其
極

遂
に
無
病
長
生
不
老
不
死
な
る
に
至
り
、
道
を
得
る
の
緒
に
就
く
も
の
と

す
（
（（
（

。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
行
法
が
「
道
を
得
る
の
緒
」
と
い
う
よ
う
に
、

得
仙
の
準
備
段
階
の
行
法
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
宮
地
厳
夫
は
こ
の

行
の
完
了
の
後
、
胎
息
・
導
引
・
飲
食
を
節
す
る
等
の
行
法
を
勧
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
初
歩
的
行
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
津
城
氏
は
自
修
鎮

魂
法
を
得
仙
の
法
と
考
え
た
た
め
、
宮
地
水
位
の
玄
胎
凝
結
法
と
は
ま
っ
た

く
別
の
得
仙
の
行
法
と
認
識
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
本
朝
神
仙
記
伝
』
中
に

は
鎮
魂
法
に
よ
り
仙
と
な
っ
た
人
物
が
挙
げ
ら
れ
た
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

十
種
の
瑞
宝
等
を
使
う
行
法
で
、
自
修
鎮
魂
法
と
は
別
種
の
行
法
で
あ
る
。

自
修
鎮
魂
法
が
初
歩
的
段
階
で
の
行
法
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
記
録
が
宮

地
厳
夫
の
弟
子
で
あ
っ
た
星
野
輝
興
の
著
書
に
記
さ
れ
て
い
る

直
に
入
門
す
る
と
、
幾
多
の
先
輩
を
さ
し
置
い
て
一
の
行
を
秘
伝
さ
れ

た
。
そ
れ
は
自
修
鎮
魂
と
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
わ
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
鎮
魂
は
本
來
他
修
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
特
に
自
修
の
二

字
を
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
師
の
学
的
位
置
の
非
凡
を
示
し
て
を
り
、

近
年
な
つ
て
思
ひ
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
口
伝
さ
れ
た
時
、

こ
れ
は
ほ
ん
の
初
歩
で
あ
る
。
業
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
簡
単
に
な
る
ぞ

と
い
は
れ
た
と
こ
ろ
に
、
所
謂
行
者
の
行
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

　

こ
の
文
言
を
以
て
し
て
も
、
や
は
り
こ
の
自
修
鎮
魂
が
初
歩
的
、
或
は
得

仙
の
準
備
段
階
の
行
法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

三
、
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
に
見
え
る
得
仙
の
法

　

『
本
朝
神
仙
記
伝
』
は
宮
地
厳
夫
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

神
代
の
饒
速
日
命
よ
り
始
ま
り
、
明
治
の
河
野
至
道
ま
で
の
列
伝
が
記
さ
れ

て
い
る
。
宮
地
厳
夫
は
こ
こ
に
列
挙
し
た
人
物
を
真
の
神
仙
で
あ
る
と
認
定

し
、
そ
の
伝
記
を
述
べ
て
神
仙
の
実
在
を
証
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
林
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
矢
野
玄
道
（
一
八
二
三
～
一
八
八

七
）
の
『
皇
朝
神
仙
記
伝
』
の
内
容
に
飽
き
足
ら
な
く
思
っ
た
の
も
執
筆
動

機
の
一
つ
と
い
え
る（

（（
（

。『
本
朝
神
仙
記
伝
』
の
形
式
は
一
人
の
神
仙
の
伝
記

を
記
す
と
必
ず
後
に
「
厳
夫
云
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
見
る
と
宮
地
厳
夫
が
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
神
仙
の
実
在
を
証
明
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
得
仙
の
あ
り
方
を
中
心
に
、

宮
地
厳
夫
の
神
仙
の
理
解
の
し
か
た
と
考
察
し
て
み
る
。
同
書
中
に
於
け
る

神
仙
達
の
仙
と
な
っ
た
要
因
は
各
人
様
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
先
ず
日
本

武
尊
の
項
を
見
る
と
、

崩
御
の
後
に
至
り
て
、
天
上
高
く
翔
り
去
り
給
ひ
し
よ
り
、
御
棺
槨
を

開
き
試
視
奉
り
し
に
、
唯
明
衣
の
み
空
し
く
留
り
て
、
屍
骨
は
無
り
し

と
あ
る
に
て
、
仙
去
し
昇
天
せ
ら
れ
た
る
の
、
大
要
を
知
る
べ
し
。
然

る
に
此
事
に
就
て
は
、
夙
く
大
壑
翁
の
玉
襷
五
の
巻
、
熱
田
神
宮
を
拝

み
奉
る
詞
の
講
義
の
中
に
、
日
本
武
尊
の
御
靈
の
、
白
鳥
と
化
り
て
天

に
昇
り
坐
り
と
有
る
は
、
暫
く
さ
る
御
形
を
現
示
し
給
へ
る
に
て
、
穴

か
し
こ
眞
に
さ
る
物
を
轉
じ
給
へ
る
に
非
ず
、
彼
大
名
牟
遲
神
、
少
名

牟
遲
神
の
、
赤
縣
州
に
傅
へ
ま
せ
る
、
玄
道
の
謂
ゆ
る
尸
解
の
道
を
行
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得
給
へ
る
な
り（

（（
（

。

と
、
平
田
篤
胤
の
『
王
﨔
』
の
説
を
引
用
し
、
日
本
武
尊
が
尸
解
仙
で
あ
る

と
位
置
づ
け
る
。
し
か
も
こ
の
尸
解
と
い
う
形
で
仙
と
な
る
の
は
極
め
て
少

数
で
あ
る
と
し
、
武
内
宿
禰
の
項
に
、

元
來
生
き
た
る
人
の
死
る
と
云
ふ
は
、
普
通
の
こ
と
に
て
、
仙
去
す
る

と
か
、
尸
解
す
る
と
か
云
ふ
者
は
、
古
今
數
千
歳
の
間
に
於
て
、
然
も

幾
千
萬
人
中
、
僅
に
數
ふ
る
程
も
無
き
ば
か
り
の
少
數
に
て
、
所
謂
希

有
の
者
な
れ
ば
、
之
を
目
撃
せ
ざ
る
者
に
在
て
は
、
然
る
者
無
し
と
信

ず
る
も
、
謂
れ
無
き
に
非
ず
、
か
く
て
筆
を
執
る
者
も
、
亦
多
く
普
通

の
識
者
に
過
ざ
れ
ば
、
其
自
己
の
信
ず
る
所
を
以
て
、
人
の
世
を
去
る

と
云
ふ
は
、
即
ち
死
る
事
の
外
に
は
無
き
も
の
な
り
と
思
ひ
て
、
去
り

し
と
云
ふ
べ
き
を
、
薨
ず
と
は
書
し
も
の
な
る
べ
し（

（（
（

。

と
述
べ
、
一
般
的
に
は
死
と
尸
解
の
区
別
は
判
別
し
難
い
と
し
て
い
る
。
数

少
な
い
と
す
る
尸
解
の
事
例
と
し
て
は
宮
地
厳
夫
と
面
識
が
あ
っ
た
、
河
野

至
道
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
河
野
は
明
治
初
年
に
大
和
国
葛
城
山
中
で

修
行
中
、
照
道
大
寿
真
と
い
う
神
仙
に
出
会
い
法
術
を
授
か
り
、
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）
に
他
界
し
て
い
る
。
河
野
の
死
は
、

然
れ
ど
も
其
死
た
る
や
。
尋
常
の
死
に
非
ず
。
即
ち
大
暑
中
百
日
間
斷

食
を
爲
し
た
る
が
、
常
に
は
水
の
み
は
用
ひ
し
に
。
此
時
の
斷
食
は
水

を
用
ひ
ず
。
空
気
の
外
は
更
に
口
に
入
れ
ず
し
て
。
九
十
七
八
日
目
に

至
り
。
少
量
の
氷
水
を
用
ひ
し
の
み
に
て
。
終
に
絶
息
し
た
り
と
ぞ
。

之
れ
を
聞
く
も
の
大
い
に
其
死
を
奇
し
み
、
或
は
尸
解
し
た
る
に
も
や

有
ら
む
と
。
孰
れ
も
疑
を
懐
き
て
あ
り
し
に
、
明
治
三
十
五
年
に
至
り

て
、
傳
ふ
る
所
に
因
れ
ば
、
備
前
國
熊
山
に
も
仙
境
あ
り
て
、
同
山
の

神
仙
と
吉
野
山
の
神
仙
と
は
、
常
に
來
往
す
る
中
に
、
至
道
は
正
し
く

吉
野
山
に
在
り
て
、
今
も
猶
時
々
熊
山
に
往
來
し
居
れ
り
と
云
ふ
。
然

れ
ば
前
に
死
せ
り
と
聞
え
し
も
、
實
に
死
に
あ
ら
ず
し
て
、
所
謂
尸
解

せ
る
も
の
と
知
る
べ
し（

（（
（

。

と
あ
り
、
宮
地
厳
夫
は
河
野
他
界
の
様
子
が
異
常
で
あ
る
点
と
、
他
界
後
河

野
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
岡
山
の
安
仁
神
社
の
禰
宜
大
美
萬
彦
よ

り
同
人
か
神
仙
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
偶
然
聞
き
、
こ
れ
を
尸
解
し
た
結
果

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
宮
地
厳
夫
が
河
野
と
直
接
面
識

が
あ
っ
た
た
め
に
、
神
仙
の
実
在
を
確
信
さ
せ
る
に
足
る
事
件
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
尸
解
の
他
に
丹
薬
等
を
使
い
仙
と
な
っ
た
例
も
あ
る
が（

（（
（

、
次
に

宮
地
水
位
が
『
霊
胎
凝
結
口
伝
』
の
中
で
主
張
し
た
玄
胎
（
霊
胎
）
を
化
作

す
る
方
法
で
仙
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

小
野
篁
の
項
に
宮
地
厳
夫
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

其
は
神
仙
の
道
を
修
む
る
の
要
は
、
性
を
以
て
情
を
制
し
、
魂
を
以
て

魄
を
錬
り
、
陰
を
消
し
て
陽
を
長
じ
、
其
極
無
陰
純
陽
の
胎
と
成
り
、

不
老
不
死
の
大
神
仙
と
成
ら
む
と
欲
す
る
に
外
な
ら
ず
。
其
修
行
の
順

序
と
し
て
、
稍
陰
少
く
陽
多
く
な
る
に
随
ひ
、
静
座
し
て
定
に
入
り
、

我
身
猶
塵
世
の
凡
俗
中
に
在
な
が
ら
、
其
神
を
出
し
て
幽
境
に
至
り
、

神
界
に
遊
ぶ
こ
と
を
得
、
之
れ
を
脱
胎
神
化
と
云
ひ
、
ま
た
調
神
出
殻

と
し
、
出
神
景
現
と
も
陽
神
出
演
と
も
云
ふ
。
即
ち
令
義
解
に
、
鎮
魂
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の
儀
を
解
て
、
鎮
魂
と
は
、
離
遊
の
運
魂
を
招
き
て
、
身
體
の
中
府
に
、

鎮
め
得
た
る
結
果
と
す
。
ま
た
胎
息
經
に
、
胎
は
從
て
氣
中
に
伏
し
て

結
ぶ
と
あ
る
。
幻
眞
の
註
に
、
道
を
修
む
る
者
、
嘗
て
其
氣
を
臍
下
に

伏
し
、
其
神
を
身
内
に
守
れ
ば
、
神
氣
相
ひ
合
て
玄
胎
を
生
ず
。
玄
胎

既
に
結
べ
ば
、
乃
ち
自
ら
身
を
生
か
す
。
即
ち
内
丹
不
死
の
道
と
あ
る

も
、
亦
是
に
て
、
此
玄
胎
と
指
す
も
の
定
中
に
在
り
て
、
我
軀
殻
を
放

れ
て
、
幽
冥
に
遊
ぶ
に
至
る
、
此
れ
を
出
神
と
は
云
ふ
な
り
。
思
ふ
に

篁
は
在
官
の
時
よ
り
、
既
に
其
田
地
に
至
り
て
あ
り
し
を
以
て
、
其
神

屢
冥
府
に
も
通
ひ
し
な
る
べ
し
。
延
て
考
ふ
る
に
、
此
は
獨
篁
の
み
に

止
ま
ら
ず
、
此
前
後
に
舉
た
る
神
仙
等
も
、
大
抵
斯
の
如
き
人
に
て
有

り
し
な
る
べ
し（

（（
（

。

つ
ま
り
、
小
野
篁
は
玄
胎
を
凝
結
さ
せ
幽
冥
界
に
自
由
に
出
入
り
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
見
る
と
自
修
鎮
魂
法
が
玄
胎
凝
結
法
の
予
備
的
行

法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
続
い
て
出
神
に
も
二
種
類
が
あ
る
と
い
う
。

因
に
云
は
む
、
此
の
定
中
出
す
所
の
神
に
、
二
種
の
區
別
あ
り
。
其
は

陽
神
と
陰
神
と
此
れ
な
り
。
先
陰
神
と
は
、
道
術
修
錬
の
功
に
因
て
、

既
に
定
中
神
を
出
す
こ
と
を
得
る
と
雖
も
、
性
猶
情
を
制
し
盡
す
こ
と

能
は
ず
、
魂
猶
魄
を
錬
り
極
む
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
陽
稍
長
じ
た
る

も
、
陰
未
だ
消
さ
ざ
る
所
あ
り
て
出
す
所
の
神
を
陰
神
と
云
ふ
。
ま
た

陽
神
と
は
、
其
陰
皆
消
え
て
、
毫
末
も
残
ら
ず
、
至
粹
純
陽
と
成
て
出

す
所
の
神
を
、
陽
神
と
云
ふ
、
陽
神
に
至
り
て
初
め
て
神
仙
と
な
る 

な
り（

（（
（

。　

つ
ま
り
、
魂
か
ら
魄
を
完
全
に
除
去
し
な
い
限
り
、
仙
た
る
こ
と
を
得
な
い

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
陰
神
と
陽
神
の
相
違
に
つ
い
て
、
宮
地
厳
夫
は

『
歴
世
真
仙
體
道
通
鑑
』
に
あ
る
張
伯
端
と
禅
宗
の
僧
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引

用
し
て
説
明
し
て
い
る
。
張
伯
端
と
禅
僧
が
あ
る
日
互
に
脱
魂
し
て
楊
州
に

往
き
瓊
花
を
見
に
ゆ
き
、
一
枝
折
っ
て
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
は
張

伯
端
は
持
ち
帰
っ
た
が
、
禅
僧
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
張
伯

端
は
そ
の
理
由
を
、

我
は
金
丹
の
大
道
を
全
う
し
て
、
性
と
命
と
を
兼
ね
修
め
ぬ
。
是
の
故

に
、
聚
ま
れ
ば
則
ち
形
と
な
り
、
散
ず
れ
ば
、
則
ち
氣
と
な
る
、
之
を

性
命
雙
修
と
謂
ふ
。
此
の
性
命
を
雙
修
し
た
る
者
の
出
す
神
は
、
宛
ら

現
身
に
異
な
る
こ
と
な
し
、
故
に
至
る
所
の
地
、
眞
神
形
を
見
る
、
之

れ
を
陽
神
と
謂
ふ
。
陽
神
は
能
く
物
を
動
か
す
、
僧
が
修
め
し
所
は
、

速
に
功
を
見
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
唯
性
の
み
を
修
め
て
、
復
命
を
修
め

ず
、
之
れ
を
性
宗
と
謂
ふ
。
性
宗
の
者
の
出
す
神
は
、
恰
も
夢
中
の
我

身
の
如
し
、
故
に
至
る
所
の
地
、
形
影
あ
る
こ
と
無
し
、
之
れ
を
陰
神

と
謂
ふ
。
陰
神
は
物
を
動
か
す
能
は
ず
、
此
れ
瓊
花
を
取
得
る
と
取
得

ざ
る
と
の
、
差
あ
る
所
以
な
り
と
云
ひ
け
る
と
ぞ（

（（
（

。

と
記
す
。
要
す
る
に
張
伯
端
は
性
命
双
修
の
行
に
よ
り
陽
神
、
恐
ら
く
玄
胎

を
凝
結
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
禅
僧
は
性
の
行
し
か
修
得
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
玄
胎
を
凝

結
さ
せ
て
仙
に
な
っ
た
者
は
他
に
菅
原
道
真
・
長
清
道
士
・
照
道
寿
真
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
に
於
い
て
は
様
々
な
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得
仙
の
諸
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
総
体
的
に
宮
地
水
位
の
玄
胎
凝
結
法

や
『
異
境
備
忘
録
』
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

宮
地
厳
夫
は
平
田
篤
胤
の
道
教
研
究
を
平
田
学
の
正
系
と
確
信
し
、
前
述

し
た
如
く
そ
れ
が
平
田
篤
胤
の
最
後
の
目
的
で
あ
る
と
し
た
。
平
田
篤
胤
の

道
教
研
究
の
衣
鉢
を
つ
ぎ
、
そ
れ
を
継
承
発
表
さ
せ
て
い
っ
た
の
が
宮
地
神

仙
道
の
開
祖
と
な
る
宮
地
水
位
で
あ
っ
た
。
宮
地
水
位
は
父
常
磐
よ
り
伝
授

さ
れ
た
脱
魂
法
に
よ
り
、
自
ら
仙
境
に
遊
ぶ
と
い
う
体
験
を
『
異
境
備
忘

録
』
に
記
し
、
平
田
学
以
来
の
道
教
的
冥
界
観
を
よ
り
具
体
的
に
設
定
す
る

こ
と
に
務
め
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
多
く
の
道
教
文
献
を
渉
猟
し
、
『
霊
胎

凝
結
口
伝
』
等
の
著
作
を
執
筆
し
て
、
信
徒
に
得
仙
の
技
法
を
明
確
に
提
示

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
人
間
が
神
仙
た
り
得
る
道
が
存
在
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
次
い
で
宮
地
厳
夫
が
宮
地
神
仙
道
二
代
を

継
ぎ
、
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
に
於
い
て
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
も
太
古

よ
り
明
治
に
至
る
ま
で
の
歴
史
の
中
で
、
数
多
く
の
神
仙
と
な
っ
た
人
物
が

実
在
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
道
教
研
究
の

営
為
は
、
平
田
篤
胤
の
神
道
・
道
教
習
合
し
た
形
の
宗
教
的
思
想
を
出
発
点

と
し
て
、
宮
地
水
位
が
宮
地
神
仙
道
を
開
設
し
得
仙
の
技
法
を
完
成
さ
せ
る
。

そ
し
て
更
に
道
統
二
代
を
継
承
し
た
宮
地
厳
夫
が
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
等
の

著
作
に
よ
り
、
神
仙
の
実
在
の
証
明
を
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
田
篤
胤
以
来
の
道
教
研
究
が
宮
地
神
仙
道
と

し
て
発
展
し
、
そ
の
宗
教
的
教
理
が
一
応
の
結
実
を
見
た
と
考
え
て
さ
し
つ

か
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
注

（
１�

）『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』　

別
巻　

名
著
出
版　

二
五
五
頁　

昭
和
五

十
六
年

（
２
）
前
掲
書　

三
五
五
頁

（
３�

）
宮
地
厳
夫　

『
本
朝
神
仙
記
伝
』
所
収
「
宮
地
厳
夫
先
生
の
小
伝
」

　

八
幡
書
店　

五
九
七
頁
～
五
九
八
頁　

一
九
八
八
年

（
４�

）
前
掲
書　

六
〇
四
頁
～
六
〇
五
頁

（
５�

）
愛
媛
県
大
洲
中
学
校
豫
章
会
編
『
矢
野
玄
先
生
略
伝
』
所
収　

宮
地

厳
夫
「
追
懐
録
」　

一
九
一
五
年
。
坂
出
祥
仲　
「
平
田
篤
胤
の
『
葛
仙

翁
伝
』『
赤
縣
太
古
伝
』
に
つ
い
て
」　

一
二
頁
に
も
当
時
『
雲
笈
七

籤
』
が
得
難
い
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
。『
東
洋
の
思
想

と
宗
教
』　

第
二
九
号
所
収　

二
〇
一
二
年

（
６�

）
楠
山
春
樹　

「
平
田
篤
胤
と
道
教
」　

一
三
六
頁　
『
選
集
・
道
教
と

日
本
』
第
三
巻
所
収　

雄
山
閣　

平
成
九
年 

（
７�

）
星
野
輝
興　
「
平
田
翁
最
後
の
御
目
的
」　
『
国
学
院
雑
誌
』
第
三
十

九
巻　

第
九
号
所
収　

五
五
頁　

昭
和
七
年

（
８�

）
前
掲
書　

五
五
頁

（
９
）
宮
地
厳
夫　
『
本
朝
神
仙
記
伝
』
跋
文　

六
五
四
頁
～
六
五
五
頁

（
10
）
前
掲
書　

序
文　

三
四
頁
～
三
五
頁
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（
11
）
前
掲
書　

「
自
修
鎮
魂
法
要
訣
大
要
案
」　

五
六
九
頁

（
12
）
前
掲
書　

五
七
一
頁
～
五
七
二
頁

（
13�
）
張
君
房
撰　

『
雲
笈
七
籤
』『
中
華
道
蔵
』
第
二
九
冊
所
収　

四
四

八　

夏
華
出
版
社　

二
〇
〇
四
年

（
14�
）
宮
地
厳
夫　

前
掲
書　
「
自
修
鎮
魂
法
秘
訣
入
門
」　

五
七
三
頁
～
五

七
五
頁

（
15�
）
津
城
寛
文　
『
鎮
魂
行
法
論
』　

三
四
三
頁　

春
秋
社　

一
九
九
〇
年

（
16�
）
清
水
宗
徳
（
東
方
道
人
）　
『
宮
地
神
仙
道
修
真
秘
訣
』　

五
八
頁　

東
方
書
院

（
17�
）
蘇
軾　

『
東
坡
全
集
』
巻
四
四　
『
四
庫
全
書
薈
要
』　

集
部　

第
十

一
冊
所
収　

六
百
八
頁　

吉
林
人
民
出
版
社　

一
九
九
七
年　

前
文
の

原
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
近
來
頗
留
意
養
生
。
読
書
、
延
納
方
士

多
矣
。
其
法
數
百
、
擇
其
簡
而
易
行
者
、
間
或
為
之
、
輙
驗
。
今
此
法

特
奇
妙
、
乃
知
神
仙
長
生
不
死
、
非
虚
語
也
。
其
効
初
亦
不
甚
覺
、
但

積
累
百
餘
日
、
功
用
不
可
量
、
比
之
服
藥
、
其
力
百
倍
、
久
欲
獻
之
左

右
、
其
妙
處
非
言
語
文
字
所
能
形
容
。
と
あ
り
そ
こ
に
魂
魄
論
の
展
開

は
な
い
。

（
18�
）
前
掲
書　

毎
夜
以
子
後
、
披
衣
起
、
面
東
若
南
盤
足
叩
齒
三
十
六
通
、

握
固
閉
息
、
内
觀
五
蔵
、
肺
白
肝
靑
脾
黄
心
赤
腎
黒
、
次
想
心
為
炎
火
、

光
明
洞
徹
、
下
入
丹
田
中
。
待
腹
満
氣
極
、
即
徐
出
氣
、
惟
出
入
均
調
、

即
以
舌
接
脣
齒
、
内
外
漱
錬
精
液
。
未
得
嚥
、
復
前
法
。
閉
息
内
觀
、

納
心
丹
田
、
調
息
漱
津
皆
依
前
法
。
如
此
者
三
津
液
満
口
、
即
低
頭
嚥

下
、
以
氣
送
入
丹
田
。
須
用
意
精
猛
、
令
津
與
氣
谷
谷
然
有
聲
、
徑
入

丹
田
。
又
依
前
法
爲
之
、
凡
九
閉
息
、
三
嚥
津
而
止
。
然
後
以
左
右
手

熱
摩
兩
脚
心
、
及
臍
下
腰
脊
間
、
皆
令
極
熱
。
次
以
兩
手
摩
熨
、
面
・

耳
・
項
、
令
極
熱
。
仍
案
捉
鼻
梁
左
右
五
七
下
、
梳
頭
百
餘
梳
而
臥
、

熟
寝
至
明
。　

（
19
）
津
城
寛
文　

前
掲
書　

三
四
四
頁

（
20
）
宮
地
厳
夫　

前
掲
書　
「
自
修
鎮
魂
法
要
訣
大
要
案
」　

五
七
二
頁

（
21�
）
星
野
輝
興　
「
明
治
天
皇
の
御
敬
神
を
仰
ぎ
奉
り
て
」　

『
日
本
の
祭

祀
」
所
収　

三
二
二
頁　

国
書
刊
行
会　
　

昭
和
六
二
年

（
22�
）
小
林
健
三　
「
東
獄　

宮
地
厳
夫
の
玄
学
研
究
」　
『
神
道
研
究
紀

要
』
四
所
収　

三
九
頁　

昭
和
五
四
年

（
23
）
宮
地
厳
夫　

前
掲
書　

七
五
頁
～
七
六
頁

（
24
）
前
掲
書　

八
九
頁
～
九
〇
頁

（
25
）
前
掲
書　

五
五
八
頁

（
26�
）
前
掲
書　

一
二
二
頁
～
一
二
三
頁　

押
坂
直
に
つ
い
て
は
仙
薬
を
以

て
昇
仙
し
た
と
し
て
い
る
。

（
27
）
前
掲
書　

一
七
二
頁
～
一
七
三
頁

（
28
）
前
掲
書　

一
七
三
頁
～
一
七
四
頁

（
29
）
前
掲
書　

一
七
五
頁
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